
 

献立入力画面について（献立入力） 

上下にボタンを配置しています。このボタンはクリックすると動作します。 

真ん中の領域は左半分に献立入力領域、右半分の上に人数領域、中に登録食品領域、下に基準値・栄養

価表示領域となっています。 

○ 献立は献立入力領域（左半分）に朝・昼・夕別で入力します。 

（献立グレインオールでは展開フォームを使用する事で献立を横に並べて入力することも出来ます。） 

○人数領域は発注人数、実人数が表示されます。この画面で個別に人数変更が可能です。又、人数入力

ボタンで一覧表形式での変更や期間指定しての一括変更も可能です。 

○ 登録食品領域は食品登録で登録した食品が表示されています。食品検索ボタンでひらがなによる 

 検索や群別での検索も出来ます。この領域より食品を選択して献立を作成します。 

他の献立グレインの食品成分表を取り込むことも可能です 

○栄養価表示領域は表示されている献立の栄養価です。スライドバーで他の成分値を見る事が出来ます。

献立を変更した時に栄養価を更新するには、レコードセレクターで献立を移動させ戻してください。 

入力が終わりましたらレコードセレクターで新規献立入力をクリックして次の献立を入力します。 

 

 
レコードセレクター 
 
 
 

 
 
 

登録されている献立数 

新規献立入力最後の献立に移動

最初の献立に移動 一つ前の献立に移動

次の献立に移動

表示献立の並び順 直接数字を入力できます。

ツールバー

レコードセレクター

ここの栄養価を更新するには、レコードセレクターでレコード(献
立)を移動させ戻してください。 

検索文字入力欄

検索結果表示欄 

献立入力領域

人数領域

登録食品領域

栄養価表示領域 

＊献立グレインを終了する時にはここの×印をクリックします

ボタン群 

バージョン（ｖの後の数字） 

スライドバー 

朝昼夕別コメント欄（25文字 2行以内で入力下さい。
表示される部分だけが実施献立に表示出来ます） 

10 文字以内で切り
方や備考を入力で

きます。 
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献立入力（日を入力する） 

  

 

 

献立入力（食種を選択する） 

 
 

①「日」を入力します 

②「日」を入力すると「曜日」は自動で入力されます 

＊ 入力形式は今年の 10 月であれば 10/10、違う年を指定
するなら 2015/10/10のように年を加えてください。 

＊ この日付入力形式は献立グレインすべてに共通です。 

①ここをクリックします。又は、日を

入力後に Enterキーを押します。 

②入力したい「食種」をクリックします 
初期設定の食種表の「略称」が表示されています 

エラーメッセージ 
「食種」・「朝昼夕区分」を選択せずに他のセルをクリックした場合、又は「食種」・

「朝昼夕区分」を選択した後 delate して空白にしてしまい他のセルをクリックし
た場合にエラーメッセージが表示されますので、「食種」・「朝昼夕区分」を必ず選

択してください。 

朝昼夕別の献立コメント欄： 50文字（25文字 2行）以内で入力してください。
Ctrl+enterで改行出来ます。実施献立に表示できます。 
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献立入力（朝昼夕区分を選択する） 

 
 
 
献立入力（料理名を入力し区分を選択する） 

 
 

①ここをクリックします。又

は、食種を選択します。 

②入力したい「朝昼夕区分」をクリックします 

＊ 発注人数・実人数はクリックして人数

を入力することが出来ます 
＊ 「人数入力」ボタンでは期間指定一括

で発注人数、実人数を入力できます。

①ここをクリックし、

「料理名」をキーボー

ドから入力します 

②ここをクリックします。又は、料理名入力

後に Enterキーを押します。 

③入力したい「区分」をクリックします 

＊ 「区分」は調理指示書・個別メニュー・個別対応・平均栄養価用のデータを

出力するのに使用しますので必ず入力してください。 
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献立入力（主材別を選択する） 

 
献立入力（調理別を選択する） 

 
＊日の入力から喫食％の入力までは、キーボードからの入力のほうが早く入力できます。 

プルダウンの項目はキーボードの上下キーで選択できます。 

 

①ここをクリックします。又

は、区分を選択し Enter キー
を押します。 ②入力したい「主材別」をクリックします 

＊ 「主材別」は料理検索・登録料理（オールのみの機能）・週間献立主材別に使用

します。特に料理検索・登録料理（オールのみの機能）では主材別が入力され

ていないと検索読込されませんので必ず入力してください。 

①ここをクリックします。又

は、主材別を選択し Enterキ
ーを押します。 ②入力したい「調理別」をクリックします 

＊「調理別」は加熱物（主食・煮物・蒸し物・焼物・炒め物・揚物・汁物）を選択

すると食品の加熱加工の記録簿(オールのみの機能)に表示する事が出来ますので加
熱加工の記録簿を使用する場合は必ず選択してください。 

＊ 喫食％に数字を入力する事により平均喫食栄養価・個別メニュー・

に反映されます。 
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献立入力（食品欄を表示する） 

 
 

 

献立入力（食品欄を確認する） 

 
 

＊右向き三角マークになっている食品欄に食品が入力されます 

①＋をクリックし、食品欄を表示させます。 

＊カーソルが「食品ナンバー」に有りますので、

直接食品 ID（番号）を入力することも出来ます。

10文字以内で入力できます。11文字以上の入力は切り捨てられます。 
実施献立・仕込み表に表示されます。仕入先は食品と対になっていますの

で他の料理で同じ食品を使用した場合、自動で入力した仕入先が表示され

ますが、切り方備考は対となっていないため料理毎に入力できます。野菜

等きり方が 1種類でない為、この様な仕様になっています。 
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献立入力（食品検索Ⅰ） 

 
 

 

献立入力（食品検索Ⅱ） 

 
 

②検索したい文字をひらがなで入力します

①「検索文字入力欄」をクリックします 

③「食品検索」をクリックします 
＊検索文字を入力後に Enterキーを 3 回押す
ことでも同じ効果になります 

＊こめを含む食品が選択

されています 

①入力したい食品のここ(左端のグレー
の四角部分)をダブルクリックします。又
は、入力したい食品の左端のグレーの四

角部分をクリックして「献立入力へ食品

入力」をクリックします。 

＊ 検索は全てひらがなで行います。群別で検索も出来ます。

＊食品登録の検索用からひらがなで検索しています。食品登録の検索用に検索文字

をひらがなで入力することで検索される食品の変更が可能です。 
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献立入力（食品入力Ⅰ） 

  
 
 
献立入力（食品入力Ⅱ） 

 
 

①使用量を入力します 

②ここをクリックします 

③入力したい仕入先をクリックします 

＊ これで、食品が 1品入力されました 
＊ 2品目の食品の入力は、1品目のすぐ下の＊印をクリックしてください 
＊ ・後は上記の繰り返しです。調味料も入力し、ひとつの料理が完成されます 

＊次の料理はここに入力します 

ダブルクリック又は「献立入力へ食品入力」をク

リックした食品が入力されています。 
食品が入力されるのは、食品 IDの左側の右三角
が表示されているところです。 

＊献立グレインでは、献立をたてながら食品に対して仕入業者を設定できますの

で、食品に対して仕入業者のマスター登録の必要は有りません 
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献立入力（食品入力Ⅲ） 

 

 

 

 

 

 

レコードセレクター 
 
 
 

 
 
 
 

＊食品番号に入力しているときに数値を入力しないでエンターを押すとエラーメッセージが 

出ます。「OK」をクリックして食品番号を入力してください。食品番号が判らないときはダミーで 

番号を入力して、その後入力したい食品で上書きしてください。 

 

 

 

 

 

＊ 食品の入力方法として食品の番号を直接入力

することでも入力可能です。 
＊ 食品の番号は食品登録の ID番号です 

ここの栄養価を表示させるには、レコードセレクターでレコードを

移動させ戻してください。 

朝の献立の入力が終わりましたら、レコードセレクターの新規献立入力をクリックし

ます。新規献立入力用の未入力フォームが表示されますので同じ様に昼の献立を入力

します。 

登録されている献立数 

新規献立入力最後の献立に移動

最初の献立に移動 一つ前の献立に移動

次の献立に移動

表示献立の並び順 


